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米国消費者信頼感指数低位

米国の消費動向を判断するミシガン大学「消費者信頼

感指数」は、9月に50台後半で横ばいの動きとなった。

2024年は70前後の水準で推移後、50台前半まで低

下し6月の米中関税合意方向の姿勢を反映し改善したも

のの、その後の不透明感と国内価格上昇傾向を受けて低

迷している。9月19日にFRBの政策金利引下げはあっ

たものの、価格上昇圧力のほか、雇用情勢悪化もあり慎

重な見方が続くと見られる。 (資料:ミシガン大学)
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欧州景気動向指数先行指数踊り場

欧州経済研究センターの「景況感指数」でユーロ圏の

景気動向を見ると、2025年に入り一時的な悲観時期は

あったものの9月まで全体として堅調な動きが続いてい

る。鉄、アルミ等トランプ政策による高関税化等はあるも、

積極的な財政金融政策の展開、インフレ圧力の低下等に

より改善が進んでいる。但し、地政学的問題は依然とし

て解決しておらず、米国との関税・防衛連携も含め依然

として不安定な状況は続いている。(資料:欧州経済研究センター)

中国製造業景況感悪化

中国製造業景況は、2025年に入り「50」を割り込む

状況(黒矢印=傾向線)を強めており、悪化傾向にある。。

トランプ関税の影響に加えて、国内政策としての生産性

向上とセットの過剰生産への抑制策の展開、東南アジア

等輸出先多様化に伴うコスト削減もマイナス要因となっ

ている。とくに大企業に比べて中小企業での景況感が悪

化しているほか、不動産不況の問題も依然として深刻な

状況にある。 (資料:中国国家統計局)
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